
令和４年３月２５日 印西市高齢者福祉課

地域ケア会議について

～地域包括ケアシステムの構築に向けて～

資料１
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地域包括ケアシステムの構築について

○ 団塊の世代が７５歳以上となる２０２５年を目途に、重度な要介護状態となっても住み慣れた地域で
自分らしい暮らしを人生の最後まで続けることができるよう、医療・介護・予防・住まい・生活支援が包
括的に確保される体制（地域包括ケアシステム）の構築を実現。

○ 今後、認知症高齢者の増加が見込まれることから、認知症高齢者の地域での生活を支えるためにも、
地域包括ケアシステムの構築が重要。

○ 人口が横ばいで７５歳以上人口が急増する大都市部、７５歳以上人口の増加は緩やかだが人口は
減少する町村部等、高齢化の進展状況には大きな地域差。

○ 地域包括ケアシステムは、保険者である市町村や都道府県が、地域の自主性や主体性に基づき、
地域の特性に応じて作り上げていくことが必要。
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印西市における地域ケア会議の構成

•【目的】地域づくり・資源開発、政策形成

•各圏域では解決できない課題を市レベルで解決を目指す。

•関係機関の代表者が集まり地域包括ケアの推進を検討する。

•事務局：印西市役所高齢者福祉課包括支援係

•開催回数：年１回程度

印西市

地域ケア会議

（市レベルの地域ケ

ア会議）

•【目的】ネットワーク構築、地域課題発見、地域づくり・資源開発、政策形成

•様々な関係機関が顔を合わせ、個別地域ケア会議で把握した地域課題、関係者が把握している地域

課題を検討する。

•出席者は地域課題や地域の実情により設定する。

•事務局：各地域包括支援センター

•開催回数：定期開催の予定だが、地域の実情による。（目安：３回～６回/年）

•開催場所：公民館、公共施設等

•時間：2時間程度

地域ケア推進

会議

（圏域ごとの地域ケ

ア会議）

•【目的】個別課題解決、ネットワーク構築

•支援困難事例を検討する。

•出席者は事例に関係する幅広い関係者。

•事務局：各地域包括支援センター

•開催回数：支援必要時

•開催場所：対象者自宅、公民館、公共施設、医療機関等

•時間：1時間～1時間半程度

地域思いやり

ケア会議

（個別ケース検討）

高齢者の自立支援・重度
化防止に向けたケアマネジ
メントについて、多職種が
協働で検討するとともに、
課題解決のために必要な社
会資源の把握、多職種の
ネットワークの構築につい
ての検討を行う。

【目的】高齢者本人が住み
慣れた地域で自分らしい生
活が続けられるための支援
策を見出す。

・出席者は事例提供するCM、
助言者としてリハビリ専門
職、薬剤師、管理栄養士、
主任CM,生活支援コーディ
ネーター等
・事務局：印西市高齢者福
祉課包括支援係
・開催回数：隔月

自立支援型
地域ケア会議

（令和３年度～）
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これからは…①

・医療が必要な方

・重度要介護者

・一人暮らし高齢者等

を地域で支える仕組みが

大切になってきます

これからは…②

・高齢者が長く活躍でき

る環境づくり

・介護予防への取組み

健康寿命を延ばし、高齢者でも支えられ
る側⇒支える側へ

考え方のシフトを行う必要があります
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地域包括

ケアシステム

在宅医療・

介護連携の推進

認知症施

策の推進

生活支援

介護予防

地域包括支援セ

ンターの運営

５圏域

・介護予防ケアマネジメント

・総合相談支援業務

・権利擁護業務

・ケアマネジメント支援

・地域ケア会議の充実 など

・認知症カフェ

・認知症初期集中支援チーム

・成年後見制度の利用促進

・高齢者虐待防止ネットワーク
連絡協議会 など

・多職種協働研修

・在宅医療・介護連携、認知症
対策推進会議

など

・生活支援サポーター養成講座

・各種介護予防事業（介護予防教室等）

・各種生きがい支援（高齢者クラブ等）

・いんざい健康ちょきん運動

・各種出前講座

・生活支援コーディネーターの配置など

印西市の取り組み
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年を重ねても、障がいを持っても
真に暮らしやすい社会づくりのため、
どんな取り組みができるかを
一緒に考えていただければと思います。
よろしくお願いいたします。
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